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研究成果の概要（和文）：中国、ドイツ、ブラジル、パラグアイの移民コミュニティにおいて、移民が多く通う
学校や補習クラスを共通のフィールドとして、生徒たちの言語使用と言語意識について、アンケートやインタビ
ューによる調査を実施した。また、移民コミュニティではないが、大規模な言語交替がおこったアイルランドに
おいても同様の調査を行った。その結果、いずれの地域においても固有言語に対する意識は集団の中で均質的で
はなく、その位置付けが流動的であることが明らかとなった。さらに、ドイツとポーランドの国境地域における
調査からは、新たに生まれつつある異言語間コミュニケーションの実態が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：In China, Germany, Brazil, and Paraguay, data on language use and linguistic
 attitude has been collected through questionnaire surveys and interviews at schools as well as 
remedial classes in which the majority of students are of the immigrant origin. The same kind of 
investigation has also been conducted in Ireland, where a large-scale language shift from Irish to 
English occurred. The result of our surveys clarifies that the students’ attitudes toward their 
ancestral language show no uniformity in each immigrant community and that its status is rather 
fluid. From our investigation in a border region between Poland and Germany, on the other hand, a 
new type of inter-language communication has been identified, in which both Polish and German are 
equally valued.

研究分野：言語学
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１．研究開始当初の背景 
 長年多くの移民を受け入れてきたヨーロ
ッパ、南北アメリカ、オセアニアの国々は、
大小さまざまな移民コミュニティを抱えて
おり、移民言語研究に多くの関心が注がれて
きた。その結果は、ある国や地域における複
数の移民コミュニティを対象とする研究
（Extra & Verhoeven 1993, Clyne 2003 な
ど）と、各移民コミュニティ内の言語使用の
実態の記述・分析に結実した。ただし、前者
は、ethno-linguistic vitality などの、必
ずしも言語的ではない指標を使い、出身地の
言語の維持を可能とする要因を探る研究に
端的に見られるように、出身地言語と移住先
言語という二項対立を前提としてマクロな
比較に終止する傾向が強かった。一方、個々
の移民コミュニティを扱う後者のような研
究は、多様な言語使用の忠実な記録をもたら
したが、それは個別の事例の列挙に留まって
いた。異なる移民言語コミュニティの比較、
および比較を通じた一般化は行われていな
い状況であった。 
 
Clyne, M.. 2003. Dynamics of language 
contact: English and immigrant 
language. Cambridge University Press. 
Extra, G., and L. Th. Verhoeven (eds.) 1993. 
Immigrant languages in Europe. 
Multilingual Matters. 
 
２．研究の目的 
マクロな比較研究とミクロな実例研究の間
の乖離を解消するため、具体的な言語使用や
言語意識に関するデータを収集し、異なる移
民コミュニティの言語状況を比較すること
によって、移民言語を取り巻く状況や移民言
語が被る変化について一般化を試みる。 
 
３．研究の方法 
 異なる移民コミュニティにおける言語使
用、および言語意識は、それぞれの歴史的・
社会的背景の違いを反映している。そのため、
データが詳細であればあるほど、それらの比
較は容易ではない。そこで、「学校」を共通
のフィールドとすることで、移民コミュニテ
ィごとの条件の違いを最小化する。 
対象とする移民コミュニティは、ドイツ、ポ
ーランド、ブラジル、ボリビア、中国、日本
とし、移民系の学校（補習学級などを含む）
をフィールドとして、参与観察、インタビュ
ー調査、アンケート調査等の手法を用いなが
ら調査する。また、移民コミュニティではな
いが、大規模な言語交替が起こったアイルラ
ンドにおいても同様の調査を実施する。以上
の調査結果に基づき、各移民コミュニティの
言語使用と言語意識について類型化をおこ
ない、各コミュニティを特徴付ける。 
 
４．研究成果 
 上で述べたように、各地域の移民系学校を

共通のフィールドとすることにより、比較可
能な特徴を抽出できると考えたが、調査を進
める中で、移民コミュニティごとの違いが大
きいことが判明した。そこで、各地域の実態
を明らかにすることに重点を置き、以下のよ
うな、各地域ごとの特徴が明らかとなった。 
 
(1) ドイツ・ベルリンのトルコ系移民調査
（担当：林） 
 ベルリン・クロイツベルク地区の学校を訪
問し、トルコ語・ドイツ語二言語使用者の生
徒たちの言語使用と言語意識についてアン
ケート調査を行った。2000 年から継続してい
るアンケート調査の結果と比較すると、以下
のような変化が見られた。 
 
・固有言語であるトルコ語の使用場面が減少
し、受け入れ社会の言語であるドイツ語の使
用場面が増加する中で、「夢の中で使う言語」
という質問に対しては「トルコ語」と答える
生徒の割合が変化していないなど、トルコ語
からドイツ語への言語シフトがすべての場
面で一斉に生じているわけではない。 
 
・生徒全体がコードスイッチングに対して寛
容なグループと、コードスイッチングに対し
てどちらかというと寛容でないグループの、
２つに分裂しつつある。このような変化を生
じさせている要因の一つとして、次第にトル
コとの関係が薄れていくなかで、家族でトル
コを訪れる頻度が下がっていっていること
が挙げられる。トルコとの結び付きを維持し
ているグループには、コードスイッチングに
対するより寛容な態度が観察される。 
 
(2) ドイツ・教育制度調査（担当：平高） 
 ドイツの学校における授業参観やインタ
ビュー調査を通して、移住の背景のある子ど
もに対する教育の現状と問題について考察
した。現在ドイツでは、生活言語や学習言語
としてのドイツ語教育だけではなく、「複言
語話者に対する教育」が研究者の関心を集め
ている。移民の子どもたちは、ドイツに来る
までに身につけた言語が１つとは限らない。
さらに、ドイツの学校ではドイツ語以外の外
国語も学ぶことになる。多様性を重視するド
イツの学校における教育は、そうした複数の
言語や文化を身につけた人間の育成も想定
されていることが特徴だと言える。 
 
(3) ドイツ・ポーランド国境地域（担当：木
村） 
 ポーランド系児童・生徒の多く通う学校の
事例をもとに、ドイツ・ポーランド国境のド
イツ側における言語使用状況について考察
した。英語、通訳・翻訳、ドイツ語はいずれ
も、今後もこの地域の主要なコミュニケーシ
ョン手段として使用されることが想定され
る。加えて、移民の言語であるポーランド語
を用いることも、双方向の歩み寄りによる社



会統合にとって有意義だと考えられる。その
ような可能性を追求するうえで、学校は（例
えば交流会における二言語による演劇など
を通して、）代替的な手段を体験・実践・練
習する場として、社会にとって一種モデルと
しての役割を果たしうると考えられる。 
 
(4) ブラジル・パラグアイ（担当：山東） 
 ブラジル・大志万松柏学園、アルモニア学
園、スザノ日伯学園や、パラグアイ・イグア
ス日本語学校を訪問して授業参観や関係者
（主に日本語教師）へのインタビュー調査・
アンケート調査を行い、公教育制度認定下の
私立学校における日本語教育の内容につい
て報告した。日系移民子弟を対象として始ま
ったこれらの地域における日本語教育は、そ
の対象を非日系児童生徒にも広げ、現在は日
本語教育と合わせて日本文化教育や英語教
育が重視されるに至っている。 
 なお、以上の調査は、研究協力者である森
幸一とともにおこなった成果である。 
 
(5) 中国（担当：生越） 
 朝鮮族の居住地としてそれぞれ異なった
地域的特徴を持つ以下三都市において、朝鮮
族学校の学生を主対象に言語使用・意識調査
（アンケート及びインタビュー）を実施した。 
 
・吉林省延辺朝鮮族自治州延吉市：朝鮮族の
古くからの居住地として知られ、今も朝鮮族
が集中的に居住 
・吉林省通化市：朝鮮族と古くから関わりを
持つものの朝鮮族が散居 
・遼寧省大連市：朝鮮族の新たな居住地とし
て浮上 
 
 分析の結果、中国語と比較した朝鮮語への
志向性や、朝鮮語の中でもソウルのことばへ
の志向性には地域差と性別差が見られるこ
とがわかった。そしてこうした多様性が生ま
れる背景には「社会化」の違いが主たる要因
となっていることが示唆される。 
 また日本の韓国学校と比較分析した結果
でも、生徒たちの言語能力に関係する要因と
して、①生徒の生得的特徴、②社会的特徴、
③生徒の行動上の特徴が挙げられた。 
 
(6) アイルランド（担当：嶋田） 
 アイルランド南西部にあるアイルランド
語使用地域の小学校を訪問し、言語使用の実
態を調査した。その結果、家庭の言語が英語
である子どもたちが増えてきているのでと
くに低学年ではその子どもたちへの対応に
手間がかかる、アイルランド語を母語とする
児童の言語能力をさらに伸ばす豊かな教育
ができない、子どもの英語化に歯止めがきか
ない、保護者に家庭でアイルランド語を使う
ようにまでは言えない（アイルランド語に自
信のない親に、家庭でそれを使うように強要
できない）、アイルランド語を話す補助教員

が他校とかけもちという状況で、児童のアイ
ルランド語での学習の手助けがゆきとどか
ない、といった教育現場が直面している課題
が浮き彫りとなった。 
 このような言語状況を踏まえた上で、アイ
ルランド語と英語のバイリンガルを増やす
ことを目標とするアイルランド語使用地域
の言語教育政策（2017-2022）の内容につい
ても検討し、「アイルランド語保持のための
具体的な施策の立案と実行をそれぞれのコ
ミュニティに委ねる」とした本政策を、現実
的な政策であると評価した。 
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